
図4.スネリウスヨコバサミ（新称） 
Clibanarius snelliusi Buitendijk,! 937e 

沖繙産。©設楽裕之。 

ところもあり、今後生きていて十分に成 

長した個体を採集して最終的な決着とし 

たい。なお沖_海中生物図鑑（1988)に 

あるマーグイヨコバサミとして写ってい 

る写真は、夕テジマヨコバサミである。 

5.ランソンヨコバサミ（新称） 

Clibanarius ransoni Forest, 1 953 

(図21, 3N, 0) 

本種はタヒチ、ベトナム、インドネシ 

アから記録がある(Forest, 1953;Fize 

& Serene, 1955 ； Rahayu & Forest， 

1992)が、石垣島の宮良の干潟潮間帯 

から採集された。ただしアルコール固定 

標本であり、生時の色彩はわからなかっ 

た。再度、生きている個体または新鮮な 

固定標本をもとに、正確な再記載を試み 

たい。形態的には短指型の特徴を有する。 

6.スネリウスヨコバサミ（新称） 

Clibanarius snelliusi Bu i tend i jk , 1 937 

(図1C, D ；図4) 

本種はインドネシア、ニューギニア、 

ベトナムから知られていた（Buitendijk, 

1937 ； Fize & Serene, 1955 ； Ball 

& Haig’ 1972 ； Rahayu & Forest, 

1992)が、沖繩の亜潮間帯から採集さ 

れた。形態的には短指型の特徴を有する。 

色彩は第1触角の鞭状部と第2触角の柄部 

先端半分および鞭状部は鮮やかな赤、眼 

柄は赤みがかった茶色。シ一ルド、鉗脚、 

歩脚は全体的に茶色がかつた鮮やかな赤 

紫色で、白い棘またはパッチを散らす。 

歩脚指節および前節の一部に白いストラ 

イプがある。 

7.ツマキヨコバサミ（新称） 

Clibanarius englaucus Ball & Haig, 

1972 (図2A, B ；図3C, D) 

本種はインドネシア、ニューギニア 

(Ball & Haig, 1972 ； Haig & Ball, 

1988 ； Rahayu & Forest, 1992)力、 

ら知られていたが、日本の亜熱帯の岩礁 

図5.シマヨコバサミ 
Clibanarius rhabdodactyius Forest, 
1953。沖繙産。©設楽裕之。 

に普通に産する。形態的には短指型の特 

徴を有する。形態、色彩ともにマダラョ 

コバサミに酷似するが歩脚の色彩型が異 

なる。第1触角鞭状部はオレンジ色で柄 

部は濁った青緑色、第2触角柄部先端半 

分と鞭状部は赤で柄部後端半分は濁った 

青緑色、眼柄はオレンジ色で上部根元か 

ら先端にむかう濃い茶色の部分があり複 

眼の根元は淡い色。シールドは灰茶褐色 

で不規則な濃淡があり前側部から鰓蓋前 

半までは濁った青緑色。紺脚は茶色がかっ 

た青緑色で棘は淡い褐色、指節と不動指 

先端は淡い褐色。第2脚は茶色がかった 

青緑色で、指節先端部は淡褐色、中央部 

は茶色がかった青緑色、後端部は根元に 

むかって淡い褐色からオレンジ色のグラ 

デーション、前節は先端部が淡い褐色か 

オレンジ色、そのほかの歩脚の部分は茶 

色がかった青緑色。第3脚も第2脚に似る 

が、指節中央の色が薄くなり、前節先端 

部の淡い色の部分が大きくなり、前節の 

後ろ半分および腕節後半がオレンジ色と 

なることある。なお内海（1975)の図 

鑑にあるマダラヨコバサミには本種の写 

真が写っている。 

8.夕テジマヨコバサミ 

しlibanarius striolatus D a n a , 1 8 5 厶 

(図2G,図3J，K) 

奄美以南の亜熱帯、熱帯の干潟の潮間 

帯にごく普通に見られるが、Miyake et 

al .(1962)は、日本海の富山湾から記 

録し、Miyake (1978)は相模湾からト 

ロールで採集した報告している。しかし 

採集深度、採集地の気候、採集方法を考 

えるとコブヨコバサミの誤同定であった 

ことはほぼ間違いない。 

9 . シ マ ヨ コ バ サ ミ 

Clibanarius rhabdodactyius Forest, 1 953 

(図5) 

三 宅 （ 1 9 8 2 , 1 9 9 8 ) で は C. zebra 

rhabdodactyius Forest, 1953 となつてい 

る力、Rahayu and Forest (1992) 

はこれを種に昇格させ、表記の学名となっ 

た。Miyake (1956)によってトカラ列 

島から記録されたが、沖繅や奄美など各 

地に分布する。 
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